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心理動詞と“了”の共起関係について
――日本語母語話者が産出した誤用例の分析を通して――

（了）：

張　恒悦

要約
日本語を母語とする中国語学習者の会話や作文において、（ ）－（ ）のように、心理
動詞の後ろに不必要な“了”が付けられていることがよく見られる。
（ ） 看到那些高楼 ，我吃 了。
（それらのビルを見た時、驚いた。）
→看到那些高楼 ，我很吃 。

（ ） 爬上 城，我感 了。
（万里の長城にのぼって、感動した。）
→爬上 城、我很感 。

（ ） 本 ！我 完了，非常累了。
（この本は 頁！私は読み終えたが、非常に疲れた。）
→ 本 ！我 完了，非常累。
このタイプの誤用について、先行研究では指摘されているものの、誤用の原因およ
び教学上の対応策はあまり検討されていない。
本稿では、日本語母語話者が産出した誤用例への分析を踏まえ、中日両言語の比較
対照の観点から、中国語の心理動詞と“了”の共起関係について論じた。まず、中日両
言語の心理動詞における統語的相違の分析を通して、中国語の心理動詞の特徴を明ら
かにし、さらにその特徴が日本語母語話者にとっての盲点となりやすいことを指摘し
た。次に、中国語の心理動詞と結合する場合の“了”の役割について考察を加えた。過
去の助動詞「た」の発想により心理動詞の後ろに付けられた“了”は、アスペクト助詞
“了 ”ではなく、語気助詞“了 ”として働くことを明らかにした。最後に、“了”を伴っ
た心理動詞という表現と程度副詞“很”など伴った心理動詞という表現の差異を分析し
た上で、中国語教育に対する提案も行なった。

キーワード：心理動詞、“了”、誤用

1.　はじめに
日本語を母語とする中国語学習者が産出した“了”の誤用には、さまざまな原因が考
えられるが、その内の一つに、ひたすら心理動詞に“了”を付けるということが挙げら
れる。
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（ ） 看到那些高楼 ，我吃 了。
（それらのビルを見た時、驚いた。）
→看到那些高楼 ，我很吃 。

（ ） 爬上 城，我感 了。
（万里の長城にのぼって、感動した。）
→爬上 城、我很感 。

（ ） 本 ！我 完了，非常累了。
（この本は 頁！私は読み終えたが、非常に疲れた。）
→ 本 ！

以上から明らかなように、（ ）－（ ）はいずれも心理動詞が“很”などの程度副詞と
共起すべき文脈であるが、日本語母語話者は「過去」を表す助動詞「た」＝“了”という
感覚から、心理動詞に“了”を付けた形での表現を産出しやすい傾向にある。
本稿では、日本語母語話者が産出した誤用例を手掛かりに、中日両言語の比較対照
を通して、中国語の心理動詞と“了”の共起関係について検討する。まず、中日両言語
における心理動詞の統語的相違の分析を行い、中国語の心理動詞の特徴を明らかにす
る。それから、心理動詞と結合した場合の“了”の役割を考察する。最後に、“了”を伴っ
た心理動詞という表現と、程度副詞を伴った心理動詞という表現における意味的相違
を明らかにした上で、中国語教育への提言を行いたい。

2.　先行研究
上記のような誤用例は、日本人学習者の会話や作文に高頻度に現れているため、郭
春貴（ ）、蘆濤（ ）においても多く挙げられている。しかし、これらの先行研
究では、誤用の指摘・訂正にとどまり、誤用の原因には言及されていない。また、な
ぜ心理動詞が“了”ではなく、程度副詞と共起しなければならないかという問題につい
ても触れられていない。

3.　中日両言語における心理動詞の相違
日本語において、心理動詞（以下 と記す）は、その活用から分かるように、常に
動詞的文法ルールを守る。例えば、

驚く　　　驚いた　　驚かない　　驚かなかった　　驚いている　　驚いていた　……
感動する　感動した　感動しない　感動しなかった　感動している　感動していた……
疲れる　　疲れた　　疲れない　　疲れなかった　　疲れている　　疲れていた　……

この点において、動作や状態などを表す動詞とは何の変りもない。例えば、

行く　行った　　行かない　行かなかった　行っている　行っていた　行かせる　……
太る　太った　　太らない　太らなかった　太っている　太っていた　太らせる　……
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よって、日本語の動詞カテゴリーは均質であり、その一員である は、他の動詞
と統語的一致性を有すると言える。
ところが、中国語の動詞カテゴリーには、そういった一致性が見られない。現に、
中国語の心理動詞（以下 と記す）と、動作動詞との間には大きな違いが存在してい
る。
中国語の動作動詞は、通常、単独で述語になり得るが、程度副詞の修飾を受けるこ
とはできない。例えば、

（ ） 我去。
＊我很去。

しかし、 は、動作動詞とは対照的に、単独で述語になりにくく、程度副詞を付
けることで始めて自然な表現となる。例えば、

（ ） ＊我吃 。
我很吃 。

ここで、 を形容詞とリンクして考えたい。周知の通り、中国語の形容詞も単独
で述語になりにくく、程度副詞を伴うのが特徴である。例えば、

（ ） ＊他 明。
他很 明。

よって、 は述語になる際、動作動詞ではなく、形容詞と同じ文法的振る舞いをし、
形容詞との類似性を呈する。
このように、 が形容詞と類似性をもつのは、 は動作ではなく状態として捉え
られるためであると考えられる。
中国語では、「晴れる」「曇る」「太る」「痩せる」「乾く」「湿る」などの意味を示す
際に動詞ではなく、形容詞で表現する。これは、目で局面的な動きや変化を確認する
のが困難な場合が多く、「状態」として捉える傾向があるためである。この点は に
おいてもあてはまる。つまり、動作の局面性が目で確認できない に関しても「状態」
として捉えられるのである。
しかし、こうした とは異なる の統語的特徴は、日本語母語話者にとっての盲

点となりやすい。
日本語の感覚からすると、 も心理を表す動詞である以上、 のように、動詞的
文法ルールを遵守するものだと思われやすく、動作動詞とも一致するだろうというイ
メージが形成しやすい。よって、 は、形容詞にも類似する用法をするのだという
ことを日本語母語話者は気づきにくい。
このように、中日両言語の心理動詞の統語的相違は、“了”の誤用につながる原因の
一つであると考えられる。

心理動詞と“了”の共起関係について（張恒悦）
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4.　「た」と“了1”
中国語の“了”は、大きくアスペクト助詞“了”と語気助詞“了”に分けられるが、
日本人学習者が「た」＝“了”の発想で「た」にあてる“了”は、“了”ではなく、“了”
である。そのため、本節では、“了”を取り上げ、「た」との比較を行う。
日本語において、「た」は過去を示す助動詞であり、その主な役割は「時制」を表す
ことである。即ち、発話時を基準に、それより前に発生したことであれば、「た」を付
けることが求められる。

（ ）昨日は映画を見た。
＊昨日は映画を見る。

このように、「た」は時間を基準にしているため、動詞そのものには焦点は当たらず、
制限も加わらない。ゆえに、「た」は動作動詞のみならず、状態動詞や心理動詞にも付
加することができる。

（ ）その時、私は中学生だった。
＊その時、私は中学生である。

（ ）小さい頃、歯磨きを嫌がった。
＊小さい頃、歯磨きを嫌がる。

興味深いことに、「た」は動詞にとどまらず、形容詞にまで適用されている。

（ ）先週、寒かったね。
＊先週、寒いね。

一方、中国語の“了”は、まったく異なる文法的特質を有している。
“了”は、アスペクト助詞であり、動作や行為の「完了」の局面を表す。「完了」とい
う局面に達した動作や行為は、往々にして過去に行われたものであるため、中日対訳
においては、“了”と「た」が対応するように見えてしまうケースが多い。

（ ）彼はビールを二杯飲んだ。
（他喝了 杯 酒。）

このようなことから、“了”＝「た」という誤解が生まれると考えられる。
しかし、“了”は決して「過去」という「時間」と結び付くものではない。言い換える

と、“了”には時間的要素が含まれない。（ ）－（ ）から分かるように、「過去」を示
す時間詞があったとしても、必ずしも“了”が伴われるとは限らない。

（ ）我 的 候第一次喝酒。
（＊私は 歳の時に初めて酒を飲む。）
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＊我 的 候第一次喝了酒。
（私は 歳の時に初めて酒を飲んだ。）

（ ）三年前我住在香港。
（＊三年前香港に住んでいる。）
＊三年前我住在了香港。
（三年前香港に住んでいた。）

（ ）那是在美国照的照片。
（＊それは米国でとる写真だ。）
＊那是在美国照了的照片。
（それは米国でとった写真だ。）

実際、“了”に関して注意すべきことは、動詞に制約をかける点である。“了”は、
あくまでも動作や行為の展開における「完了」の局面を表すため、“了”を伴う動詞は、
動作性をもたなければならない。つまり、“了”の使用対象は動作動詞のみである。
そのため、非動作動詞“属于”に“了”を付けた（ ）は不適格である。

（ ）我唱了一首歌儿。
（ ）＊他属于了比 天真的一类人。

前述したように、感情を表す も動作動詞ではない。よって、 は“了”との共
起は構造上不可能である。
以上をまとめると、「 ＋た」≠「 ＋了」の理由は、 点ある。

①「た」が表す時制は“了”では伝えられない
② の後に“了”は出現できない

一方、 は前に「很」を付けると、形容詞と同じ役割を果たすことにも注意したい。
日本語では厳密に区別される「面白かった」と「面白い」がともに“很有意思”と表現さ
れるのと同様に、「 た」も「 」も“很 ”と表現することが可能である。つまり、
“很 ”は単に「 」だけではなく、「 た」についても対応しうるということである。
これが（ ）－（ ）の諸例において“很 ”の使用を可能にした背景の一つであると考
えられる。

5.　CV+“了 2”
中国語の形容詞は、“了”とは共起しないが、“了”と共起することは可能である。
例えば、“天气 了”という中国語文では、「暑かった」という意味ではなく、「暑くなっ
てきた」というような、変化が生じたことを表している。
これと同様、 も“了”と共起することができる。例えば、

（ ）我本来不喜 吃羊肉， 在喜 了。

心理動詞と“了”の共起関係について（張恒悦）
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この例からも、変化が生じたこと（「好きになった」）が読みとれる。
実は、（ ）－（ ）にある“吃 了”“感 了”“累了”といった表現は、それ自体は不
自然ではない。しかし、それらが（ ）－（ ）のような文脈に置かれていると、不自然に
感じられる。
では、なぜ「 了」が（ ）－（ ）のような文脈に相応しくないのか。ここで、「
了」の意味機能を見てみよう。

（ ）“ 一个？” 。走 去一看，吃 了。怎么的？黄大老 早下手了 ？
（ ）客店主人，仆役，好几个女人出来送他 。老人感 了。他把十戈比 向四面八

方 出去，用唱歌 的声 ：“再 啊”。
（ ）回家吧，孩子都累了。

（ ）の“吃 了”では、“了”を伴うため、心理状態の変化を表している。しかし“吃
了”を使う際、その後にどのような反応が生じたのかを言わなければならないとい

うことにも留意したい。つまり、“吃 了”はその心理変化の意味に加え、後続の動作
や行為を導き出す働きがあるということである。後続文「怎么的？黄大老 早下手了
？（なんだ！黄爺さんはまさかやり始めたのか）」は、“吃 了”という心理変化を受
けての発言だと受け止められる。（ ）の“感 了”も単なる心理変化の描写にとどま
らない。お金をまいたり（把十戈比 向四面八方 出去）、まるで歌っているかのよ
うな口調で別れを告げたり（用唱歌 的声 ：“再 啊”）したのも、感動したからで
ある。（ ）は、因果の順序を置き換えた文であるが、後から補足された“累了”とい
う心理変化があるから“回家吧”という提案がなされたのである。こう考えると、“累了”
も、心理変化のみを表すわけではない。
よって、「 了」は、単に外部刺激によって心理変化が起きたことを表すだけで

はなく、その心理変化が故に、何らかの行為・活動が起きるというニュアンスも持つ。
これを図示すれば、以下のようになる。

図 1：「CV+了2」の文脈

ところが、（ ）－（ ）は「 了」が適する文脈とはなっていない。

（ ） 看到那些高楼 ，我吃 了。（（ ）再掲）
→看到那些高楼 ，我很吃 。
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（ ） 爬上 城，我感 了。（（ ）再掲）
→爬上 城，我很感 。

（ ） 本 ！我 完了，非常累了。（（ ）再掲）
→ 本 ！我 完了，非常累。

上記の 例の文脈は、以下の通りである。

図 2：「很 + CV」の文脈

上記の 例は、外部の刺激によって生まれた心理状態そのものに着目する文脈であ
る。この場合、心理変化というプロセスが後景化され、変化後の心理状態を表現する
のに重きが置かれるため、「很 」が用いられるのが一般的である。

6.　中国語教育への提言
中国語学習者の会話や作文では、心理動詞と“了”の共起による誤用が多く見られる。

しかし、これまで、心理動詞と“了”の共起関係に関する研究はほとんどなされておら
ず、その誤用を防ぐための対策もあまり検討されていない。
そこで、本稿では、中日両言語の比較対照を通して、心理動詞を伴った“了”の誤用
の原因を明らかにした。
以下、ここまでの分析結果を踏まえ、中国語教育への提言を行いたい。
）「た」≠“了”ということを指摘すべきである。
）心理動詞は、形容詞と同様な文法的振る舞いもすることを指摘すべきである。
）「～，很 」というパターンを教授すべきである。
）「 了」の用法は初級学習者に不向きなため、中級段階で教授すべきである。
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付録
常用心理動詞リスト
a   b   c   d   e   f   g   h

  j   k   l
m   n   p   q

r   s   t   w   x
  y   z

本研究課題は「日本語母語話者の中国語中間言語コーパスの構築とその応用」（基盤研究 ：
）と「ユーザー中心設計による中国語教育文法の構築」（基盤研究 ： ）

での研究の一部である。


